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ドブネズミにおける後肢重複の一例
A specirnecn ofもheNorway raもwi・thex七1・ahind limb8. 

(WiもhEnglish r臼ume,p.55）・

欧
..=±:.. 田 彰

Akira Kat叫a

北海道大串理皐部動物事教室

ととに報告するものは空知郡歌志内町神威中村末成町高橋竹太郎氏が捕獲して常設室に逸られたドプネズミ

R(fifU8 norvegi'eusにおける後肢京複の時型である。

との鼠は腰部に2本の傍分の肢を持ってをり， 捕監ーのときには活稜に逃げ廻ったそうである。長期間ホルマ

-9ンに保存されてゐた傍，全体的に体4置が縞少し，郵送の途中腐敗のために損傷されてゐたので， 性別も判然

主せず，内部臓~も充分観察出来なかったのは残念であった。体長は約15cm;:t当り，前肢の長さ約6cm，後肢の

長さ約8cm（肢の先端迄〉あり， 2本の過剰肢の長さは約6cmで，前肢の長さと殆ど同じ長訟であった。

腰Ill子部にbける骨の構成

正常の例休の腰帝都は， 21同の Os coxn.e が恥骨の一端〈第11掛ap〕で互に接合して，

Symphysis pubisとなっている（第1刷討が。過剰肢をもっ崎型個休では， Symphysispubis 

の部位が離れていてその中間jにはさまって Os coxneの後半分が結合して出旅た様友骨が 1

個存在している（第2闘ex, ~~ 4岡）0 2f同の Os coxn.eの形はlE常であったが，？とピ左側

の Obtur叫orforn.menが右側に比佼して粉々大であった。

Os co玄ae様の過剰骨の形態

との骨は Oscoxn.eの Iliopectinen.leminenceく第2園il）を切断して， Obturatorforn.men 

z：在存する断片を各々の切断商で接合したような形j伏をもっている。しかl，縫合線は認め難い。
その後方に三角形をした小突起が存在し，との突起に 2本の過剰肢が接合している。 Osco玄n.e

とは結締組織のようた組織により連結していた。との三角形の失－起は Oscoxae を切断して結

合した残りの部分の骨が退化縮小して，各断Ji・が融合したものであると考へられる形態である。

過剰肢の援会朕態

正常の後肢は Oscox'teの Ace仇bulumの部分に ＂Pemurが接合し，？？而から見ると Fibu fa 

は Tibin，の脊面の中央部がすとし弓欣に隆起をなして接荒する（第1凶）。 腹面からみると

Fibula は Tibia の内 m~tc1立直している欣態となっている＠ 附型佃休にあっては2本の過剰肢

は Oscoxn.e 様心骨の三角形突起の裏面iに接合していた（第3［品）。そしてこの肢は正常の後

肢の左右を互に交換して指骨が後向きになるように接合している欣態であるが， Fibuln. は

Tihin. の側面にあるo 即ち崎型信i休は正常の｛同休の腰1,i／~部に他のf同体の！限・＇.＇／対日を正反＇.Mの方向

にもってきて接合せたような7状態で、あるぐtt~21品d)。

註
1つの受精卵の内で、1箇の脹子が何かの原因により 2簡になるととが考へられる。相互の匹

子が完全に猪立して愛育すれば各々完全な 2個体とえにる。相互の分離が不完全で、も，同じ程度

の愛育をすれば相禍性の重複となり，一方だけ早乙愛育すれば不相稲性θ重復となる。相互の
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Hf子の分離ならびに後背程度により，重複K各胞の段階が存在する ζ とが考えられる。叉lll~子

の或る部分の感受jrf：が特に強く，との部位が仰かの異常刺戟のために特殊な後建をとげて韮飯

崎引を生十、るととも考へられる。鶏むおftで5芝生i:f1 tL.異常な環境におかれるととにより，いるい

ap 

l 

第 11菌正常例体の什m，肱而よりみる。第2圃 崎型(l!.f体の骨栴， m町よりみる。】第3園 時型例体の腰
I,＇）~郊の什椛，臨河よりみる o
ap: Angle of pubis. 
in日： Inferiorvcn~rtll 日pin~.

il: 11 iopcctincal eminence. 
c: Cuboi<l.. 

hi: Rody of i schium. 
l¥f: Mctatasal. 

cf: Cunifolm. 
。： Obturatorfor amen. 
Fe: Femur. 
Ph: Pharanx. 
Fi: Fibula. 

N: Navicular. 
er: Crest of ilum. 
OR: Right Ofla co.x:ac. 
FeR: Right ~cmur. 
sp: Symphysi s pubi :i. 

第4圏重複後肢のレントゲン勾尽く服側）。第5固附割
fl・"f体を政相！リよりみる。

ラ4

cl: Calucaneus. 
OL: I~eft osa co.x:ae. 
FcJ,: Left femur. 
T.T’. Tibia. 
Fx: Extra l~nge bone. 

ろな21i~綾町？？型があらはれるととが知

られている。しかし一般的な原因と

して外的く環境）と内的（遺体〉の

雨者が~へられるが，主復の成因に

ついてのはっきりした説明はないe

乙Lに報告した後肢重複崎型の原因

についてもイnJ等ο設明も出来泣い。

駒井・『11村（1938）の報告した鶏の

有ijfに後見された重俊崎型の分類に従

ってみれば， とθ ドブネズミの後肢

車線は l'ygomelusの部類に嵐する

ものと，忠ふa との種の原因につ．いて

は，肝i子の後部が何かの原図で分岐
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して，その→方の校が赤鬼分左後育をした結果出来ると考へられてをり，猶との崎型的友部分

がl江門附近に附着しているものをとの塑にいれているので，とこに報告するネズミの崎型も成

因は別としてもこの型に嵐するものと忠ふ。いろいろな怖竿L動物に烏いて過剰fuI:，過剰乳頭，

共の他体の諸器官の遺停的突然餐異が屡々登見されている事賓からみて，一方において又遺停

的えに崎型というとともに Lに考えられるが，何等の賃設は左いので全く想像にすぎたいa

終りに宮り終始御懇篤な御指導を賜はりe 且つ原稿を御校閲下さった牧野敬授に深〈感謝の；官を表す。え

との標本をお世話下さった密皐部皮脂科黒田－~醤築士ならびに若林教授に謝し御親切を感謝ナる。
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Resume 

A specimen ofもheNorway ra色 （Rattitsno;・vegjcus) having extra hind limbs was 

obtn.ined alive. This individual is a young specimen measuring 15cm in body length, an<l 

very remarkable 低 ternallyin possessing six legs. The body is sing'le and出e~1rioui:; 

0対01・nalchar・acters凡reseemingly normal except fox that the hinu limbs are <luplicatcd. 

After・dissection, i七 was found that ther9 i討 an e玄もrn.large Lono composed of two 

ring-shaped elemenもs(Ex in .Figs. 2-3), which ta1w the position between righ七九n~ 1 eft 

Ossa co玄n.e.At the fuBod poinもoftwo rings this extrn. bone shows a remarkable triangular 

proce倒・ Iもi白血isparむthattwo femurs of色heextra hind limbs come in cont. cli (Figs. 2-3). 

'fhe two extta limbs are independent and their skeh兆rtl_elements show noもhingabnormal, 

excepもforthatもLeyare n. li“le ::;hort in Iongth・
（文部省判事研究抗告11助〉
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